
 

リクルーター養成ゼミ概要（第４回） 

〔実施会場：千葉クラス_10/11（火）／柏クラス_10/25（火）／成田クラス_10/13（木）〕 
 

【テーマ】会社独自の魅力を伝える/メッセージ開発を行う 

『第 4 回のポイント；自社の魅力を語れるリクルーターになれ』 

➢ふりかえり 

・自社の採用課題を分析し、改善に向けて健全な PDCA サイクルを回す手法を習得するこ 

 とで、主体的に仕事に取り組む人材を育成すること。 

・改善計画作成の８つのステップ 

 ポイント：「構造化」「数値化」「真因追及」   

 ※参考資料：業務改善シート 

      

 

★参考共有 

 今回の養成ゼミ参加の会社さんが、 

実際にご自身の会社説明会、採用選考で養成ゼミで学んだことを実践された。 

「情報提供」 

会社説明会でモチベーションリソースを学生に話をし、会社の魅力のみでなく、会社の課 

題も具体的に説明した。課題があっても、今の従業員はなぜ残っているのか⁉を話をした。 

会社説明会後、辞退者がいつもより増えた。しかし、残った学生は入社動機の意欲が増し 

た。辞退者の中には、自分はどうしても応募したいが、ご家庭の事情であきらめざるをえな

い。と、わざわざ連絡をくれた。辞退者が増えても、意欲のある学生が残ったため、入社す 

るかどうかわからない等の選考の無駄な工数が減る。 
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選択基準(◎○△×で記入)
検討した改善テーマ

物理実験室テストNP機の運転条件設定の見える化

試作用サンプル置き場の整理とルール設定

生産ノウハウの見える化

ライン省人化によるコストダウン

故障したコピー機の修繕

優先順位

発生頻度
選択基準

日々の業務の影響度

テーマ選択理由

改善テーマ【STEP1】

試作用サンプル置き場の整理とルール制定

下記の選択基準のすべてにおいて優先順位が高いと思ったから

実現可能性、やりやすさ、実行の高さ

効果の見えやすさ



 

≪グループワーク：課題を実施したふりかえり≫ 

 グループの中で順番を決めて、以下のテーマなどに関して共有してください(１人１0 分 

 目安) 

  <テーマ例> 

    ○「前回の研修で、気づいたこと・学んだこと」 

    ○「課題実施において、工夫した点や課題点」 

    ○「課題実施を通じて、気づいたこと・学んだこと」 

    ○「上司評価とのギャップと改善方法」 

 

➢本日の Mission 

≪自社をＰＲする５分間プレゼンを作成≫ 

①交流会用の 5 分間のプレゼンテーションの『骨子シート』を作成する。 

②『骨子シート』に基づくシナリオを作成し、必要に応じて、スライド・配布資料を作成 

  する（任意） 

③作成したシナリオを、感情をこめて伝える練習を行う。 

 ●事務局への提出は、宿題①「研修活動シート」に加えて、宿題②「骨子シート」と 

  スライド・配布資料（任意）です。 

 ※12 月の交流会で使うことが前提。学生・生徒さんに、ゼミの皆さんのプレゼンを聞い 

  て評価してもらう。どういうキーワードがうけて、どういうものが刺さらなかったの 

  か？を、チャレンジ出来る機会。 

  入社してない人の声を拾うことができる。（会社説明会等ではヒアリングできない） 

 

➢プレゼンテーション研修 

 プレゼンテーションとは、、 

・相手がいることを前提に、伝えたいこと、知りたいことを効果的に伝える。 

・相手の心を読み、相手に好印象を与えながら、自分の主張や提案を理解させる。 

・自分の主張やアイデアを説明し、相手の理解を得て最終的には話し手の意図した結果を 

 得るための行動を促進する。 

★対象と目的を明確にすることが重要 

  ⇒会社が伝えたい内容を話すのではなく、学生が聞きたい内容を伝える     



 

 

 

≪ワーク：優秀なプレゼンテーションを聞く≫ 

 「世界最高のプレゼンテーション」の１つと称される、スティーブ・ジョブスの 

『iPhone』のマスコミ・販売代理店向けのプレゼンテーションを見ていただきます。 

どんな点が優れているかグループで共有しましょう。（映像を見る⇒情報共有） 

 

○プレゼンテーションの手順 

・対象と目的を明確に 

・相手の感情の落差を強調するストーリー作り 

・シナリオの作成は、「書き言葉」ではなく、自分の感情移入しやすい「話し言葉」で 

 作成する 

ＳＴＥＰ１：骨子（こっし）を作成する 

ＳＴＥＰ２：ツールを作成する 

ＳＴＥＰ３：シナリオを作成する 

ＳＴＥＰ４：シナリオを見ないで演じられるまで練習する 

※プレゼン前の学生の考え方や心理状況を想定し、それを各コンテンツによって変化さ 

 せ、最終的に会社が求める考え方や心理状況に変化させるように設計する 

※ＴＴＭの考え方を活用する 

 ＴＴＭ（トランス・セオリティカル・モデル）とは、米ローランド大学のプロチャスカ

教授が提唱したモデルで、禁煙やメタボ対策といった保険衛生分野で、効果を発揮してい

る考え方。ステージ理論の「変容ステージ」、意思決定理論の「意思のバランス」、社会学

習理論の「セルフエフィカシー」、プロセス理論の「変化プロセス」の４つの理論を組み

合わせて構築されたモデル。 



 

       

★今回のプレゼンの目的（学生へのプレゼン）は、自社に対するネガティブなイメージや

不安を想定し、それを払しょくすることで、「もっと会社の詳しい話を聞いてみたい」と

思っていただくこと。 

（「応募したい」と思ってもらうまでのゴールではない） 

 

➢学生の心理を理解する 

・入社年度別新入社員のタイプ 

  平成 27 年度：消せるボールペン型 

  平成 26 年度：自動ブレーキ型 

  平成 25 年度：ロボット掃除機型 等々 

 ※まじめで能力も低くないが、主体性に低く、ストレスに弱いため、育成・フォローが 

  求められるケースが多い。 

・新入社員の課題と新人研修に対する期待 

  ビジネスマナーやビジネススキルの研修よりも、社会人としてのマインドセット 

  （就業意欲の向上）や生産性・コミュニケーション力の強化を求めるケースが多い。               

  

意識の高揚

現状の行動が問題であると気づき、情

報に興味を示し始める。また、自分の

行っている行動に対し、実態を調べた

り聞いたりするようになる。

逆条件付け

問題行動に代わる別の行動を行うこ

とで、その問題行動が起きないように

すること。

ドラマティック
リリーフ

行動変容しないことに対するネガティブ

な気持ち(恐れ・不安・心配など)を感

情的に体験する。

支援関係の構築

行動変容に対する他者からの支援を

求め、利用する。つまり、支援者と信

頼関係を気付き、困った時に相談で

きるようにすること。

自己の再評価

行動変容する時としない時に、それぞ

れ自分にどんな影響が出るのかを感が

る。

強化マネジメント

行動変容ができたことに対して、自分

自身に褒美を与えたり、他者から褒

美をもらったりすることで、継続してその

行動を起こし続けること。

他者への影響

行動変容する時としない時に、それぞ

れ、周囲の人にどんな影響を与えるの

かを考える。

決意表明

行動変容することを選び、決意し、そ

れを他人に対して表現すること。それ

により、行動変容に対する動機が強

化される。

社会環境の受容

自分を取り巻く社会的環境が、どのよ

うに変化しているかに気づき、その流れ

を利用する。

刺激コントロール

問題行動を起こすきっかけを除去した

り、行動変容を起こすきっかけになる

刺激を探すこと。

経験的プロセス
(感情で体験するプロセス)

行動的プロセス
(行動で体験するプロセス)



 

・若者を生きた時代背景を時系列で理解する 

  ○物質的な欲求が低く、チャレンジして成功した体験が少ないため成功よりも、失敗 

   やリスクを恐れる傾向が強い（失う怖さを体験している） 

  ○「がんばったら、報われる」という従来型のマネジメントには限界がある 

   活躍している社員のモチベーションリソースを理解することが重要 

   （一人ひとり幸せ、モチベーション等価値観が違う） 

      

・若者の就業意識 

  ○やる気がないのではなく、プライベートを重視する傾向が強い 

  ○与えられた以上の仕事をすることに抵抗はないが、プライベートの方が仕事より優 

   先順位が高い 

  ○ワークライフバランスでは、現実的には対応困難。これからは、ワークライフイン 

   テグレーション(統合)を目指すプログラムが鍵!? 

・（復習）早期離職の原因 

  ○公式な理由（タテマエ）は、経営不安や条件面の不満だが、ホンネは人間関係・ 

   コミュニケーションギャップが原因 

・コミュニケーションギャップを埋めるポイント 

  →「同期入社の有無」が、会社の魅力の実感や成長感につながる 

  →「仕事の魅力」だけでなく、「会社の魅力」を感じる機会を増やす 

  →直属上司からのフィードバックが大事 

  →就業者の疑問・悩みをタイムリーに解消する機会を作る 

  

≪グループワーク：求める人物タイプを再設定する≫ 

 初日に実施した宿題も踏まえて、「自社で活躍するタイプ」と、「能力的には優秀でも、 

 入社後早期離職してしまうタイプ」を各１つずつ再設定しましょう。 

※学生時代の生活や入社後のイメージなど、具体的なストーリーをイメージして下さい。 

 

 

以上 


